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 南海トラフを震源とする巨大地震が 100年～150年の間隔でほぼ規則的に発生し紀伊 
半島から四国の沿岸部をはじめ西日本の各地に大きな被害をもたらしている。        






















    
図 3 奥浦周辺図 
 
  
     写真 1 大岩慶長宝永碑         写真 2 浅川御崎神社明治碑 



















                                         




































内部バッテリー：単 3 電池 
 写真 5 水位計（In-Situ 社製 miniTROLL） 
＊ 設置方法 
 井戸の涌き出し量及び涌き出し口を確認しておくためにポンプを使い井戸さらいをする。 
写真 6～11に示すように井戸の縁に U 字型金具を取り付け水位計ケーブルを固定、この際





















 写真 6 井戸さらい   写真 7 水位計投入 
  写真 8 ケーブル固定   写真 9 U 字型金具
- 25 -
  写真 10 データ収録   写真 11 ケーブル収納 
５．観測点場所及び開始日
表 1に、観測コード、シリアル No.および各観測点と開始日を示す。 
表 1 
観測コード シリアル NO  住所 設置日 備考
Asakawa 12654 
氏宅庭内井戸
2003年 7月 16日 
Okuura 3332 
みなみ旅館前町所有井戸
2003年 7月 16日 
Tomoura1 1520 
氏宅玄関前井戸
2003年 7月 17日 
Tomoura2 626 
氏宅室内井戸




 2004年 1月 19日 
Okuura-S 14868 
氏宅庭内井戸
 2004年 1月 19日
Okuura-W 14336 
氏宅室内井戸






  写真 12 Tomoura2   写真 13 Okuura-s
三浦氏宅室内井戸、元網元のお家で当初 島氏宅庭内、井戸本体は壊してなくなって
地震前に変化には気付かないとのことで いるが、図のように水位計の入る穴があり
あったが、2005年 7月のデータ回収日   調査の結果、水底まで 4.4m水面まで 2.3m 
に変化したとの証言者を得た。 （当時）ということで観測点に入れた。
６．昭和南海地震体験者聞取り調査 
写真 14 昭和南海地震体験者聞取り調査(2003 年 10 月 14 日) 







































後も、関心があったらしく 2004年 1月 28日の 2
回目のデータ回収日には、観測井戸に同行し、観
写真 15 徳島新聞 1 月 1 日 













ルの調整の繰り返しで結局 9時から 17時（観測所発 7時着 19時）までかかりました。 
放送は 2003年 12月 23日で『井戸水で地震予知』のタイトルで浜口梧陵の稲むらの火の
エピソードから梅田教授の井戸水位を予知に役立てようとの説明、現地での私の説明と約
10分程の番組でした。長い収録時間のわりには私の登場場面は１分あったでしょうか？ 
   
                       
 
  






   写真 16 徳島新聞 1 月 29 日 
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８．観測結果 
 
    図 5 水位、水温、潮位        図 6 水位 31 日移動平均 
 
 図 7 井戸水位の潮汐成分と海洋潮汐      図 8 Asakawa 観測結果 
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歴史探訪：南海地震の碑を訪ねて、毎日新聞高知支局発行 
